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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 22,643 2.7 295 4.7 385 5.3 217 60.4

2021年３月期第３四半期 22,038 △7.9 281 157.6 365 98.8 135 28.9

（注）包括利益 2022年３月期第3四半期 64百万円（△86.0％） 2021年３月期第3四半期 461百万円（247.9％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 33.80 －

2021年３月期第３四半期 21.07 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 23,932 13,586 56.8

2021年３月期 24,892 13,532 54.4

（参考）自己資本 2022年３月期第3四半期 13,586百万円 2021年３月期 13,532百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 8.00 － 8.00 16.00

2022年３月期 － 8.00 －

2022年３月期（予想） 8.00 16.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 4.0 500 △35.7 550 △38.6 350 － 54.43

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 6,483,323株 2021年３月期 6,483,323株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 52,506株 2021年３月期 52,506株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 6,430,817株 2021年３月期３Ｑ 6,430,889株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

(注)詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

 　　事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因等により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項につきましては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、ワクチン接種の進展や緊急事態宣言の解除等により、経済活

動にも緩やかな回復がみられるものの、新たな変異株による感染再拡大や世界的な半導体不足等の影響により、景

気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、「顧客対応力の充実を図る」を方針として掲げ、「人

づくり」「仕組みづくり」「ものづくり」を重点課題として定め、各事業において施策を推進しております。

当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、冷間鍛造事業、車両関係事業、電機機器事業で前年同期の

実績を上回りましたが、産業機械事業は大型の液体充填ラインの売上が少なかったことで前年同期の実績を下回り

ました。

これらの結果、売上高は、前年同期比2.7％増の226億４千３百万円となりました。

利益面では、経常利益は前年同期比5.3％増の３億８千５百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期

比60.4％増の２億１千７百万円となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首より適用しており、詳細については、「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関

する注記事項（会計方針の変更）」に記載しております。

〔産業機械事業〕

包装機械は、前年同期と比較して大型の液体充填ラインの売上が少なかったことに加え、新型コロナウイルス感染

症の影響とそれに伴う電装部品の長納期化による改造工事の延期などにより前年同期の実績を下回りました。ま

た、部品、保守メンテナンスも前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比16.7％減の45

億３千７百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比66.5％減の２億２千万円となりました。なお、前年同

期はコロナ禍でアルコール製剤、消毒液、石鹸、洗剤等の設備の需要が増加したことに加え、サプライチェーン補

助金の後押しもあり、大型の液体充填ラインの売上が増加しました。

〔冷間鍛造事業〕

電動工具部品は、主要納入先の製品増産に伴う受注が堅調に推移し、また、産業機械部品は新規製品及び増産を要

因として前年同期の実績を大きく上回りました。一方、自動車部品は新型コロナウイルス感染症の影響を受けた納

入先からの受注が減少したため前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比60.8％増の16

億８千５百万円、セグメント利益（営業利益）は売上高の増加及びそれに伴う工場操業度の向上により、前年同期

比743.5％増の３億５千万円となりました。

〔電機機器事業〕

主力のＦＡ関連機器は、電機機器メーカーの納期遅延の影響はあるものの、一定量の部品が確保できたため主要販

売店ほかシステム案件が堅調に推移し、前年同期の実績を上回りました。空調周辺部材も、商圏拡大および既存エ

リアの需要が堅調に推移したため前年同期の実績を上回りました。一方、空調機器、冷熱機器、設備機器は前年同

期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比5.7％増の40億５千６百万円、セグメント利益（営

業利益）は前年同期比1.0％減の２億４千１百万円となりました。

〔車両関係事業〕

車両関係事業は、世界的な半導体不足の影響でメーカーの生産が停止した影響を受けたものの、昨年末に投入した

新型車の販売が堅調に推移したほか前年同期と比較して来場者数が増加したこともあり、登録車は前年同期の実績

を上回りました。また、サービス部門、輸入車販売においても前年同期の実績を上回りました。一方、軽自動車、

中古車販売は前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比5.6％増の122億５千８百万円、

セグメント利益（営業利益）は１億２千４百万円（前年同期は１千７百万円の損失）となりました。

〔不動産等賃貸事業〕

売上高は、前年同期比17.4％増の１億５百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比764.8％増の５千６百

万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、239億３千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億５千９百万

円減少いたしました。

この内、流動資産は132億１千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億８千６百万円減少いたしました。こ

れは主に、仕掛品の減少12億６千７百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の増加６億５千３百万円によるもので

あります。

固定資産は107億２千万円となり、前連結会計年度末に比べ２億７千３百万円減少いたしました。これは主に、投

資有価証券の減少２億３千２百万円によるものであります。

負債合計は103億４千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億１千３百万円減少いたしました。これは主

に、支払手形及び買掛金の減少９億８千９百万円、借入金の増加６億３百万円、賞与引当金の減少２億３千４百万

円によるものであります。

純資産合計は前連結会計年度末とほぼ同額の135億８千６百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の通期業績予想につきましては、2021年５月14日付当社「2021年３月期 決算短信」にて公表いたし

ました業績予想数値に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,487,543 6,425,007

受取手形及び売掛金 2,813,519 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 3,467,082

電子記録債権 683,704 729,356

商品及び製品 1,926,615 1,770,060

仕掛品 1,594,575 326,921

原材料及び貯蔵品 31,455 33,637

その他 382,052 485,978

貸倒引当金 △21,342 △26,052

流動資産合計 13,898,125 13,211,991

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,430,137 3,359,648

土地 3,052,399 3,052,399

その他（純額） 1,242,589 1,316,990

有形固定資産合計 7,725,126 7,729,038

無形固定資産 291,892 294,235

投資その他の資産

投資有価証券 2,572,240 2,340,042

その他 414,254 366,081

貸倒引当金 △9,386 △8,911

投資その他の資産合計 2,977,108 2,697,213

固定資産合計 10,994,126 10,720,486

資産合計 24,892,252 23,932,478

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,573,723 2,584,191

短期借入金 2,541,004 3,247,008

未払法人税等 124,442 81,591

賞与引当金 509,329 275,306

製品保証引当金 34,469 32,734

資産除去債務 6,700 -

その他 2,761,268 2,484,146

流動負債合計 9,550,936 8,704,977

固定負債

長期借入金 765,005 662,160

役員退職慰労引当金 262,001 282,437

退職給付に係る負債 141,320 162,116

資産除去債務 153,135 153,737

その他 487,259 380,388

固定負債合計 1,808,721 1,640,838

負債合計 11,359,658 10,345,816

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 3,151,288 3,151,288

利益剰余金 9,198,268 9,404,884

自己株式 △28,640 △28,640

株主資本合計 12,420,917 12,627,533

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,111,676 959,129

その他の包括利益累計額合計 1,111,676 959,129

純資産合計 13,532,593 13,586,662

負債純資産合計 24,892,252 23,932,478
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 22,038,681 22,643,808

売上原価 17,513,436 17,790,697

売上総利益 4,525,244 4,853,110

販売費及び一般管理費 4,243,331 4,557,867

営業利益 281,913 295,243

営業外収益

受取利息 704 719

受取配当金 48,798 57,804

助成金収入 32,791 866

その他 46,167 51,041

営業外収益合計 128,462 110,432

営業外費用

支払利息 10,722 11,188

売上割引 30,103 -

その他 3,920 9,309

営業外費用合計 44,746 20,497

経常利益 365,629 385,178

特別利益

固定資産売却益 848 3,226

投資有価証券売却益 - 27,900

保険解約返戻金 - 32,303

特別利益合計 848 63,429

特別損失

固定資産売却損 54 282

固定資産除却損 5,990 6,225

投資有価証券評価損 40,703 4,559

減損損失 5,586 -

特別損失合計 52,335 11,067

税金等調整前四半期純利益 314,142 437,540

法人税等 178,616 220,184

四半期純利益 135,525 217,355

親会社株主に帰属する四半期純利益 135,525 217,355

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 135,525 217,355

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 326,142 △152,547

その他の包括利益合計 326,142 △152,547

四半期包括利益 461,668 64,807

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 461,668 64,807

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、当社グループ

における主な変更点は以下のとおりです。

商品及び製品の販売

従来、商品及び製品の販売に関して、出荷基準により収益を認識しておりましたが、顧客への商品及び製品の引渡

が完了した時点で収益を認識する方法に変更しております。

工事契約

従来、工事契約に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準、その他の工

事については工事完成基準により収益を認識しておりましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務につい

て、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり

収益を認識する方法に変更しております。また、期間がごく短い工事及び一時点で充足される履行義務については

工事完了時に収益を認識する方法を採用しております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主

に見積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）で算出しております。

代理人取引

従来、顧客への製品の販売における当社グループの役割が代理人に該当する取引に関して、顧客から受け取る対価

の総額を収益として認識する方法を採用しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引い

た純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は14,561千円減少し、売上原価は49,116千円減少し、販売費及び一

般管理費は5,463千円減少し、営業利益は40,018千円増加、営業外費用が30,784千円減少し、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益はそれぞれ70,803千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は92,153千円増加して

おります

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法による組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準

第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との

契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はあ

りません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算方法）

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

当第３四半期連結累計期間において、新たな追加情報の発生及び前事業年度の有価証券報告書に記載した情報等に

ついての重要な変更はありません。
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